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海外モータースポーツ

日時 場所 名称

11月	 1日 イタリア　イモラ・サーキット  F1　第13戦　エミリア・ロマーニャGP

	 8日 スペイン　バレンシア・サーキット  Moto GP 第13戦　ヨーロッパGP

	 14日
バーレーン　バーレーン・
                 インターナショナル・
　　　　　  サーキット

 WEC　第8戦　バーレーン8時間

	 15日 トルコ　イスタンブール・パーク  F1　第14戦　トルコGP

	 15日 スペイン　バレンシア・サーキット  Moto GP 第14戦　バレンシアGP

	 19-22日 ベルギー　イーペル  WRC　第7戦　ラリー・ベルギー

 は四輪車レース

 は二輪車レース

国内イベント

日時 場所 名称

11月	 4ｰ6日 東京都　東京ビッグサイト EVEX2020

	 14ｰ15日 福岡県　マリンメッセ福岡 福岡キャンピングカーショー2020

11月16日-12月18日 オンライン開催 ET & IoT Digital 2020

イベント会場やサーキットに出掛ける際は感染症対策をしっかり行って

クルマ・バイクを楽しみましょう！

国内モータースポーツ

日時 場所 名称

11月	 8日 栃木県　ツインリンクもてぎ  SUPER GT Round7 MOTEGI　GT250㎞　レース

	 8日 和歌山県　湯浅トライアルパーク  全日本トライアル選手権　第4戦

	 14ｰ15日 福島県　エビスサーキット  D1 GRAND PRIX SERIES Rd.6

	 15日 大分県　オートポリス  全日本スーパーフォーミュラ選手権　第4戦

	 15日 熊本県　HSR九州  全日本モトクロス選手権　第5戦

	 21ｰ22日 宮城県　スポーツランドSUGO  全日本エンデューロ選手権　第4戦

	 22日 栃木県　ツインリンクもてぎ  スーパー耐久　第4戦

	 29日 静岡県　富士スピードウェイ  SUPER GT Round8 富士　GT300㎞　レース

	 29日 埼玉県　オフロードヴィレッジ  全日本モトクロス選手権　第6戦

2020年11月主要自動車関連イベント
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15 2020年度海外調査分科会
第一回セミナー

08 ザ・インタビュー
自工会　ＡＤ安全性評価分科会 分科会長

谷口 悟史氏
｢自動運転の安全性評価
フレームワーク（Ｖｅｒ１.０）」策定
日本から基本となる“ルール”を提言
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1  自工会はじめ、自動車工業４団体＋自販連も連携拡大
2  自工会　ＡＤ安全性評価分科会 分科会長　谷口 悟史氏
3  4  5  サイバー攻撃の危険度が高まる中、昨年4月にサイバーセキュリティ部会が発足

自動車業界全体の強化に向け、部工会とガイドライン策定
6  2020年度海外調査分科会 第一回セミナー
7  トヨタ自動車／豊田佐吉記念館16 自動車博物館関連施設紹介シリーズ

トヨタ自動車／豊田佐吉記念館

02 自工会
「新しい委員会・部会体制」紹介①

05

自工会はじめ、自動車工業４団体
＋自販連も連携拡大

特集

12 サイバー攻撃の危険度が高まる中
昨年4月にサイバーセキュリティ部会が発足
自動車業界全体の強化に向け、
部工会とガイドライン策定



執行ガバナンス強化
方針連鎖、客観的な事業評価制度

理事会

委員会 部会
事務局

共通価値観

「役割」を基にした体制・運営
■新組織編制

（組織大括り化、階層簡素化）
■委員会の役割明確化

共通価値観・目的の再確認

各社トップによる決定の場

報告決定

22020.11月号　JAMAGAZINE

《運営の基本》
■理事会は名実ともに自工会運営の中心となり、実質的な議論、決定の場
決定機関は理事会、委員会以下が事業執行に注力
■委員会以下は全社参加義務から脱し、志を共にする者で共通目的に向け邁進する
組織多層化是正、委員数スリム化、事業推進は実質的に部会が担う
■常にオープンでフェアな透明性の高い事業運営を基礎とする
法令遵守（独禁法/不競法等）、会員間情報共有・コミュニケーション活性化（情報格差回避）

自工会「新しい委員会・部会体制」紹介❶
10月1日の自工会変革に伴い、委員会組織もそれまでの12委員会から5委員会
(車種別委員会、モーターショー委員会の4委員会を除く）に見直しました。
今月から2回にわたり、それぞれの委員会についてご紹介します。

All JAPANでベースプラットフォームを作り得る戦略的組織へ

新委員会・部会概要

技術系 サプライチェーン 総合政策車種別委員会、モーターショー／部会除く

現

新

統廃合

新領域強化

委員会（ → ）

■全事業(約300)を棚卸し、「再編の考え方」を基に新編成を策定
変革チームが全委員長・部会長へ説明・協議、委員会・部会はほぼ半減　

■全委員会を理事会直下とし、執行ガバナンスを強化
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総合政策委
（9部会）

次世代モビリティ
政策部会

モビリティサービス
タスクチーム

コネクティッド
部会

調達部会

物流部会

サービス部会

安全技術・政策委
（7部会）

車両安全部会

自動運転部会

エレクトロニクス部会

交通安全部会

安全・環境
法規認証部会

環境政策部会

燃費部会

燃料・潤滑油部会

電動車部会

排出ガス部会

大気環境部会

環境技術・政策委
（9部会）

サプライチェーン委
（3部会）

企画部会

広報・啓発部会

税制部会

グローバル
ビジネス部会

調査部会

人財部会

ICT部会

事業評価部会

リサイクル廃棄物部会

知的財産部会

※有識者ヒアリングを
　通じて、適宜、追加

騒音部会

安全・環境
標準化部会

大型車部会

製品化学物質
管理部会

次世代モビリティ委
（2部会）

上記に加え、車種別委員会として二輪、軽、大型の3委員会、及びモーターショー委員会を設置

委員会の役割、主要テーマを再整理、
「やるべき事」の更なる深堀りのための

基礎として今回提示

新体制（委員長/部会長）で検討深化、
更に、トップダウン案件を加え、

真に会員に役立つ自工会テーマを設定
⇒『 重点方針 』へ繋げる

次世代モビリティ委員会
■MaaS等の新領域事業を機動的に推進し、他業界・産学官連携等によるモビリティ産業の創出

（1） ｢2030モビリティビジョン」実現に向け、道路交通・関連政策要望実現（道路インフラ、法整備等）
 自動運転（含むL4）・ITS、パーソナルモビリティ、大型車隊列走行
（2） MaaSに関わる事業課題解決、幅広いモビリティサービスの実現に資する環境整備
 (地域の交通・サービス事業者との連携、規制緩和・制度見直し）
（3） クルマと社会を「つなぐ」基盤整備
 次世代モビリティの社会実装に資する官民データ利活用、インタフェース検討・政策実現
 標準ユースケース策定、通信方式・コネクティッドインフラ仕様提言等

※有識者ヒアリングを通じて、適宜、追加　 ■例：自動車の販売・保有形態変化に対する新領域事業
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新委員会・部会編成 ～年内の運用を経て、部会統合の是非を再度検討・判断 

各委員会の役割、及び主要テーマ



両委員会共に、日本として、国際的なルールメイキングでの主導的役割を目指す

安全技術・政策委員会
■技術・政策両面からクルマ・インフラ・ヒトの対策を推進し、「交通事故ゼロ」を目指す

(1） 車輛安全技術に関わる国際基準調和、自動車アセスへの積極的関与、高齢運転者対応
(2） ｢自動運転」に関わる国際基準作りをリード（高速道自動運転システム、安全性評価手法等）
(3） 車載電子デバイスの安全標準・基準の国際調和、クルマの側のITS通信環境の整備
(4） 安全・環境技術標準化/法規・認証体制整備 … 総合政策グローバル部会と一体的に推進
 戦略的な国際標準化推進、国際認証制度（IWVTA）･ASEAN相互承認制度の拡充

環境技術・政策委員会
■技術・政策両面から省エネ・CO2低減、排出ガス、騒音などの「環境負荷ゼロ」を目指す

(1） 温暖化対策、環境負荷低減に関わる国際ルールへの積極的関与
(2） 燃費に関わる国内外の基準策定への積極的関与、試験法の国際基準調和
(3） 電動車に関わる国際基準調和・標準化の推進（電池安全・劣化試験法、充給電システム等）
(4） 排出ガスの基準策定への積極的関与、試験法国際基準調和、健康/大気環境影響調査
(5） リサイクル・廃棄物の法整備/標準化の推進、製品化学物質の基準策定への積極的関与

総合政策委員会
■理事会と密に繋がり、全体戦略立案、委員会横断事項の実行

サプライチェーン委員会
■サプライチェーン（製造/販売/物流）基盤強化、一体的な事業推進による産業全体の競争力強化

(1） 部品/材料のサプライチェーンの基盤強化
 ４団体連携（部工会、車工会、自機工）、「助合いプログラム」を通じた日本の調達基盤強化
(2） 物流（完成車/部品/用品）各社共通課題への対応
 全国的なドライバー不足への対応としての過疎地域での共同配送・物流効率化

(1） 【全体戦略】委員会横断事項（トップダウン案件、事業方針・予算、調査）の企画・実行
(2） 【広報啓発】戦略的な情報発信・メディア対応による業界理解浸透、応援団づくり
(3） 【自動車政策渉外】
   国内：税制・補助金・道路インフラ等の業界要望実現、戦略産業としての政策テーマ発掘
   海外：通商課題、各国自動車政策（省エネ・新エネ車規制等）へ技術系と一体で要望実現
(4） 【人づくり】 ものづくり人財の確保（含む外国人労働者）、「新しい働き方」への規制緩和・渉外
(5） 【知的財産】 他業界と協業が必要となるIoT分野で業界競争力向上に資する知財制度実現
(6） 【情報通信】 ICT標準化と業界共通基盤の構築、サイバーセキュリティ対策
(7） 【内部統制】 各委員会・部会の事業・予算執行、コンプライアンス評価
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自工会はじめ、自動車工業４団体＋自販連も連携拡大 

自販連　加藤 和夫 会長
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１
０
０
年
に
一
度
の
大
変
革
期
に
、コ
ロ
ナ
禍
と
い

う
未
曽
有
の
社
会
環
境
の
変
化
も
あ
り
、自
動
車
業
界

は
従
来
の
団
体
の
垣
根
を
超
え
、大
き
な
連
携
の
動
き

に
発
展
し
て
い
ま
す
。自
工
会
を
は
じ
め
と
し
た
自
動

車
工
業
４
団
体
に
加
え
、日
本
自
動
車
販
売
協
会
連
合

会（
自
販
連
、加
藤
和
夫
会
長
）も
合
流
し
ま
し
た
。こ

れ
ら
連
携
の
取
り
組
み
は
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
医

療
支
援
か
ら
始
ま
り
、経
営
状
況
が
悪
化
す
る
企
業
へ

の
資
金
繰
り
支
援
、生
産
性
向
上
に
向
け
た
改
善
指
導

な
ど
の
取
り
組
み
に
発
展
し
て
い
ま
す
。ま
た
、今
後

は
自
販
連
の
参
加
で
、次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
向
け
た

「
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
」（
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
）等
の

新
規
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
に
も
な
り
、製
造
／
販
売

5
団
体
の
連
携
に
よ
り
総
合
的
な
自
動
車
関
連
の
政

策
要
望
活
動
も
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

今
後
、特
に
Ｍａａ
Ｓ
推
進
で
連
携
強
化

新
し
い
自
工
会
が
業
界
の
軸
に

製
造
／
販
売
5
団
体
協
調
で
、自
動
車
の
総
合
政
策
提
言
へ

自工会　豊田 章男 会長

特 集

自機工　辻 修 理事長

車工会　木村 昌平 会長 部工会　尾堂 真一 会長



生
産
、販
売
両
面
か
ら
活
動

感
染
症
支
援
活
動
で
実
績

▲滋賀県版MaaS、竜王町で実証運行を開始

地
域
密
着
の
活
動
も
展
開

▲感染症対策の支援活動「ジェイテクトの移動型PCR検査施設」
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す
で
に

4
団
体
連

携
活
動
で

は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
応
で
実

績
を
挙
げ
て

い
ま
す
。
医

療
従
事
者
や

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
へ

の
支
援
と
し

て
、医
療
物
資
の

　

９
月
24
日
の
定
例

会
長
会
見
で
、豊
田
章

男
会
長
は
菅
新
政
権

に
対
し
て「
我
々
自
動

車
業
界
も
、日
本
国
民

の
た
め
、国
の
た
め
、と

い
う
思
い
で
日
々
の
仕

事
を
し
て
お
り
ま
す
。

新
内
閣
が『
国
民
の
た

め
に
働
こ
う
』と
い
っ

た
時
に
、自
動
車
業
界

の
力
を
、も
っ
と“
あ
て

に
し
て
い
き
た
い
”と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、私
ど
も
も
努
力
を

続
け
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
自
工

会
の
豊
田
会
長
、日
本
自
動
車
部
品

工
業
会（
部
工
会
）の
尾
堂
真
一
会

長
、日
本
自
動
車
車
体
工
業
会（
車

工
会
）の
木
村
昌
平
会
長
、日
本
自

動
車
機
械
器
具
工
業
会（
自
機
工
）

の
辻
修
理
事
長
と
い
う
自
動
車
工
業

４
団
体
に
、国
内
販
売
店
の
団
体
で

あ
る
自
販
連
の
加
藤
会
長
も
参
加
。

９
月
24
日
に
５
団
体
の
ト
ッ
プ
は
オ

ン
ラ
イ
ン
で
懇
談
会
を
実
施
し
、自

動
車
業
界
が
直
面
す
る
課
題
に
関
し

て
共
有
化
を
図
り
、各
団
体
連
携
で

課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
で
合
意

し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、自
動
車
の

生
産
、販
売
の
両
面
か
ら
総
合
的
な

活
動
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

自
販
連
は
都
道
府
県
ご
と
の
支
部

を
通
じ
て
地
域
に
根
差
し
た
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。今
年
度
か
ら

地
域
支
援
活
動
に
対
す
る
助
成
事

業
を
本
格
化
し
て
お
り
、メ
ー
カ
ー

の
垣
根
を
越
え
、地
域
の
移
動
課
題

解
決
に
取
り
組
む
事
例
も
あ
り
ま

す
。特
に
地
域
「
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
」の
実
現

に
は
、こ
れ
ら
５
団
体
の
枠
組
み
が
、

よ
り
強
力
な
推
進
力
に
な
る
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、各
地

域
で
行
わ
れ
て
い
る
地
方
モ
ー
タ
ー

シ
ョ
ー
に
つ
い
て
も
、自
工
会
と
自
販

連
が
一
体
と
な
り
、新
し
い
開
催
手

法
、運
営
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
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近
く
、自
工
会
は「
自
動
車
産
業

レ
ポ
ー
ト
」を
各
団
体
と
連
携
し
て

ま
と
め
、国
内
７
８
０
０
万
台
の
保

有
母
体
の
回
転
率
を
早
め
る
需
要
活

性
化
策
や
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
へ
の
変

革
を
促
す
戦
略
な
ど
を
国
に
要
望
す

る
方
針
で
す
。豊
田
会
長
が
会
見
で

語
っ
た「
未
来
の
幸
せ
を
つ
く
る
自

動
車
産
業
」「
本
当
に
頼
り
に
さ
れ

る
自
動
車
産
業
」の
実
現
に
向
け
た

施
策
を
加
速
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

加
え
て
、２
期
目
を
迎
え
た
豊
田

会
長
は「
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
な
ど
、も
っ
と
幸

せ
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
の

新
し
い
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
づ
く
り
へ

の
挑
戦
」
を
掲
げ
、自
動
車
業
界
で

大
き
な
変
革
に
立
ち
向
か
い
ま
す
。

９
月
24
日
に
新
役
員
と
新
組
織
を

披
露
し
、「
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」の
軸

と
な
る
組
織
と
し
て
自
工
会
の
改

革
に
も
乗
り
出
し
ま
し
た
。こ
の
軸

は
メ
ー
カ
ー
の
枠
を
超
え
る
と
と
も

に
、部
品
、車
体
、機
工
、販
売
会
社

の
業
種
の
壁
も
乗
り
越
え
て
協
調
、

連
携
を
推
進
し
ま
す
。

　

国
内
の
自
動
車
関
連
就
業
人
口
は

５
５
０
万
人
に
も
な
り
ま
す
。日
本

経
済
や
社
会
へ
の
波
及
効
果
が
大
き

い
産
業
で
す
。自
動
車
業
界
の
工
業

会
と
販
売
団
体
の
連
携
に
よ
り
、今

後
は
需
要
活
性
化
や
政
策
要
望
な

ど
５
団
体
が
一
丸
と
な
っ
た
活
動
を

展
開
し
ま
す
。

生
産
や
感
染
者
移
動
車
両
の
提
供

な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
経
営
悪
化
で
資
金
調
達
に

苦
し
む
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
へ
の
支
援
と

し
て
「
助
け
合
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

立
ち
上
げ
、支
援
事
例
も
出
て
き
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
を

守
る
べ
く
、生
産
性
向
上
に
向
け
た

現
場
改
善
指
導
や
製
造
現
場
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
支
援
な
ど
、業
界
の
枠

を
超
え
た
産
業
全
体
の
競
争
力
強

化
に
つ
な
が
る
施
策
を
検
討
・
実
行

し
て
い
き
ま
す
。

▲️感染症対策の支援活動「マレリの人工呼吸器製造ライン」

今
後
は

５
団
体
が

一
丸
と
な
る

頼
り
に
さ
れ
る

自
動
車
産
業

自工会はじめ、自動車工業４団体＋自販連も連携拡大 特 集
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谷口 悟史氏
 たに ぐち さと し

自工会
ＡＤ安全性評価分科会 分科会長

に

■
安
全
に
対
す
る
考
え
の
統
一

―
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
ま
と
め
た
背
景

を
教
え
て
下
さ
い

　
「
一
言
で
言
え
ば『
自
動
運
転
を
社

会
に
認
め
て
頂
く
た
め
』で
す
。今
は

自
動
運
転
の
１
つ
手
前
と
な
る
運
転

支
援
技
術
が
急
速
に
普
及
し
て
い
ま

す
。（
運
転
免
許
を
保
持
し
て
い
る
）人

間
ド
ラ
イ
バ
ー
が
運
転
の
主
体
者
で

あ
る
車
に
は
、既
に
様
々
な
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ

シ
ス
テ
ム
が
実
用
化
さ
れ
て
い
る
一
方

で
、レ
ベ
ル
3
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、人
間

ド
ラ
イ
バ
ー
の
替
わ
り
に
、シ
ス
テ
ム

が
認
知
、判
断
、操
作
を
実
行
す
る
た

め
、し
っ
か
り
と
し
た
安
全
性
を
担
保

す
る
た
め
の
評
価
手
法
と
判
断
基
準

が
必
要
に
な
り
ま
す
」

　
「
こ
れ
が
自
動
運
転
に
な
り
、ド
ラ

イ
バ
ー
に
代
わ
っ
て
シ
ス
テ
ム
が
運
転

責
任
を
持
つ
時
、こ
れ
ま
で
の
よ
う
な

各
社
個
別
の
評
価
で
は
社
会
的
に
も

受
容
さ
れ
な
い
し
、技
術
的
に
未
熟
な

も
の
が
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
し
ま
う
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。と
同
時
に
、わ
れ

わ
れ
作
り
手
の
目
線
だ
け
で
は
な
く

『
こ
れ
な
ら
充
分
に
人
の
代
わ
り
に

機
械
が
運
転
し
て
も
良
い
』と
世
の
中

の
皆
さ
ん
に
受
け
入
れ
て
頂
け
る
レ
ベ

ル
は
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
も
の
か
を

　日本自動車工業会は「自動運転の安全性評価フレームワーク（Ｖｅｒ１.０）」をまとめ、同
工業会のウェブサイトで公開しました。交通事故低減やオーナードライバーの負担軽減は
もちろん、運転手不足や移動弱者対策など、自動運転の社会実装に大きな期待が寄せら
れる中、基準や標準といったルール作りにも世界中の様々な団体やコンソーシアム（企
業連合）らが取り組んでいます。しかし、世界共通の“決定打”は未だに存在しません。そ
んなルールの１つと言える今回のフレームワークにはどんな特徴があり、普及によって
どのような効果が期待できるのでしょうか。２０１８年に新設され、今回のフレームワー
クをまとめたAD安全性評価分科会の谷口悟史分科会長（トヨタ自動車）に聞きました。

「
自
動
運
転
の
安
全
性
評
価

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク（
Ｖｅｒ
１・０
）」策
定

日
本
か
ら
基
本
と
な
る“
ル
ー
ル
”を
提
言

インタビューインタビューザ・ザ・
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し
て
い
く
か
。そ
う
い
っ
た
こ
と
も
今

回
の
ポ
イ
ン
ト
の
１
つ
で
あ
る
と
言
え

る
で
し
ょ
う
」

■
各
社
の
知
恵
で
克
服

―
ル
ー
ル
に
は
デ
ー
タ
の
裏
付
け
が

不
可
欠
で
す
が
、バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

デ
ー
タ
は
ど
の
よ
う
に
集
め
た
の
で

し
ょ
う
か

　
「
こ
の
点
で
は
苦
労
し
ま
し
た
。

デ
ー
タ
は
企
業
競
争
力
の
源
泉
で
も

あ
る
し
、逆
に
協
力
が
得
ら
れ
て
個
社

の
デ
ー
タ
を
使
う
と『
デ
ー
タ
を
操
作

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
』と
あ
ら
ぬ

疑
い
を
か
け
ら
れ
る
可
能
性
も
な
く

は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。そ
こ
で
わ
れ

わ
れ
は『
デ
ー
タ
で
は
な
く
、知
恵
を

出
し
ま
し
ょ
う
』と
ワ
ー
キ
ン
グ
の
委

員
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。私
が
言
う
の

も
何
で
す
が
、エ
ン
ジ
ニ
ア
っ
て
結
構
、

ピ
ュ
ア
な
側
面
が
あ
っ
て
、技
術
論
な

ら
腹
を
割
っ
て
話
せ
た
り
し
ま
す
。エ

ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
お
互
い
の
信
頼
関
係

に
基
づ
い
て
知
恵
を
出
し
合
い
、日
本

と
し
て
の
集
合
知
を
作
っ
た
と
言
え
る

で
し
ょ
う
」

　
「
も
ち
ろ
ん
デ
ー
タ
も
要
り
ま
す
。

と
く
に
国
際
会
議
な
ど
の
場
で
は

デ
ー
タ
の
裏
付
け
を
も
と
に
発
言
し

て
い
ま
す
が
、こ
れ
に
は
落
と
し
穴
が

あ
り
ま
す
。交
通
流
観
測
デ
ー
タ
は
車

の
動
き
の
情
報
は
残
っ
て
い
ま
す
が
、

セ
ン
サ
ー
に
と
っ
て
不
得
意
な
状
況
や

車
両
の
安
定
性
に
係
る
環
境
の
情
報

が
残
っ
て
お
ら
ず
、い
く
ら
デ
ー
タ
を

集
め
て
も
セ
ン
サ
ー
が
不
得
意
な
条

件
や
車
両
の
安
全
性
に
係
る
条
件
が

抜
け
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
」

■
原
理
原
則
に
即
し
た
評
価

―
そ
の
課
題
を
克
服
す
る
に
は
ど
う

し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う

　
「
我
々
は『
そ
れ
ぞ
れ
の
原
理
原
則

に
基
づ
い
た
評
価
』が
重
要
で
あ
る
と

考
え
ま
し
た
。例
え
ば
外
部
環
境
の

認
識
に
用
い
る
セ
ン
サ
ー
で
す
。カ
メ

ラ
は
逆
光
や
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
低
い

と
こ
ろ
で
モ
ノ
を
見
る
の
難
し
い
。一

方
、赤
外
光
を
使
う
ラ
イ
ダ（
Ｌ
ｉ
Ｄ

Ａ
Ｒ
）と
呼
ば
れ
る
セ
ン
サ
ー
は
黒
い

物
体
や
革
製
品
が
苦
手
で
す
。電
波
を

用
い
る
レ
ー
ダ
ー
は
遠
く
ま
で
検
知
で

き
る
の
で
す
が
、反
射
波
が
多
く
、余

計
な
物
体
を
検
知
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。我
々
は
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

さ
ん
の
協
力
も
得
て
、こ
う
し
た
セ
ン

サ
ー
ご
と
の
原
理
原
則
を
踏
ま
え
た

評
価
の
在
り
方
を
ま
と
め
ま
し
た
」

　
「
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
は『
認
知
』の

領
域
で
す
。そ
の
次
に
は『
判
断
』、そ

し
て『
操
作
』の
領
域
が
あ
り
ま
す
。

我
々
は
３
つ
の
領
域
ご
と
に
原
理
原

則
を
お
さ
え
、評
価
の
あ
り
方
を
体

系
化
し
ま
し
た
。３
つ
と
も
非
常
に
多

く
の
技
術
が
存
在
し
、ま
さ
に
競
争
領

域
と
言
え
ま
す
が
、原
理
原
則
に
基
づ

き
、安
全
確
保
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な

条
件
を
満
足
す
べ
き
か
は
、誰
が
や
っ

て
も
同
じ
も
の
に
し
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
」

―『
認
知
』の
原
理
原
則
は
わ
か
り
ま

し
た
が
、例
え
ば『
判
断
』の
原
理
原
則

を
見
つ
け
る
の
は
複
雑
な
よ
う
な
気
も

し
ま
す

　
「
例
え
ば
自
動
運
転
車
が
い
た
時
、

そ
の
車
両
が
進
行
す
る
道
筋
を
侵
害

す
る
よ
う
な
動
き
を
す
る
ク
ル
マ
の

振
る
舞
い
と
場
所
に
限
定
し
て
し
ま

え
ば
、そ
れ
ほ
ど
複
雑
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。交
通
流
を
俯
瞰（
ふ
か
ん
）し
て

見
る
と
、い
か
に
も
複
雑
な
動
き
に
見

え
ま
す
が
、あ
る
ク
リ
テ
ィ
カ
ル（
危

機
的
）な
条
件
に
絞
り
込
ん
で
し
ま
え

ば
、あ
る
程
度
は
限
定
的
に
な
る
ん
で

す
。つ
ま
り
、無
限
大
と
も
思
え
る
よ

う
な
交
通
環
境
の
複
雑
さ
を
、い
か
に

必
要
充
分
と
し
て
シ
ン
プ
ル
な
も
の
に

考
え
ま
し
ょ
う
、と
い
う
こ
と
が
今
回

の
背
景
に
あ
り
ま
す
」

―
序
文
で
は
、こ
れ
ま
で
の
開
発
手
法

の
死
角
と
い
う
か
、課
題
に
も
触
れ
て

い
ま
す

　
「
こ
れ
ま
で
の
開
発
手
法
に
は
大
き

く
２
つ
の
課
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。１
つ
は
実
車
試
験
で
す
。実
験
車

で
長
い
距
離
を
走
っ
て
現
実
世
界
を

見
る
こ
と
は
、も
の
づ
く
り
と
し
て
正

し
い
こ
と
で
す
。た
だ
問
題
は『
ど
こ

を
ど
う
走
っ
た
の
か
』『
な
ぜ
そ
れ
で
良

い
と
判
断
し
た
の
か
』と
い
う
こ
と
を

き
ち
ん
と
説
明
で
き
な
い
点
に
あ
り

ま
す
。例
え
ば
メ
ー
カ
ー
が
10
万
km
、

あ
る
い
は
20
万
km
の
距
離
を
走
っ
て
実

験
し
、世
の
中
に
出
し
た
と
し
ま
す
。

人
間
の
運
転
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
運
転

支
援
で
あ
れ
ば
良
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、自
動
運
転
が
人
間
が
や
っ
て
き

た
運
転
の
肩
代
わ
り
を
す
る
た
め
に

は
、走
っ
た
距
離
だ
け
で
は
、安
全
と

判
断
し
た
根
拠
も
外
部
に
は
わ
か
ら

な
い
の
で
す
」

　
「
も
う
一
つ
は
、デ
ー
タ
に
含
ま
れ

な
い
情
報
に
つ
い
て
の
課
題
で
す
。世

界
中
で
自
動
運
転
評
価
の
た
め
に
交

通
流
観
測
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
官
民
で
多
数
立
ち
上
が
っ
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誤
っ
た
と
し
て
も
、レ
ー
ダ
ー
の
Ａ
Ｉ

で
補
完
し
、滑
ら
か
で
は
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
こ

と
は
で
き
ま
す
。こ
う
い
っ
た
多
重
系

の
考
え
方
で
Ａ
Ｉ
を
使
お
う
と
い
う
の

も
今
回
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。そ
れ
ぞ
れ

不
得
意
な
と
こ
ろ
を
補
い
合
い
、結
果

と
し
て
決
め
た
Ｏ
Ｄ
Ｄ（
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン・デ
ザ
イ
ン・ド
メ
イ
ン
＝
運
行
設
計

領
域
）で
安
全
を
担
保
で
き
て
い
る

か
ど
う
か
を
見
る
。Ａ
Ｉ
で
あ
ろ
う
が
、

『
論
理
的
に
考
え
ら
れ
る
弱
点
を
明

ら
か
に
し
て
安
全
性
を
担
保
し
ま
し
ょ

う
』と
い
う
の
が
今
回
の
ア
プ
ロ
ー
チ

で
も
あ
る
の
で
す
」

―
こ
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
ど
の
よ
う

に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
か

　
「
基
準
と
違
い
、強
制
力
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
、あ
く
ま
で
参
考
的

な
位
置
づ
け
で
す
。た
だ
、わ
れ
わ
れ

自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
立
場
で
言
う
と
、

こ
れ
よ
り
詳
し
い
安
全
性
評
価
の
要

求
仕
様
は
ま
ず
存
在
し
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か（
笑
）。つ
ま
り
「
こ
う

い
う
仕
様
が
メ
ー
カ
ー
の
共
通
要
望
に

な
り
ま
す
』と
い
う
こ
と
で
す
。テ
ィ
ア

１（
ワ
ン
）の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
さ
ん
だ

け
で
な
く
、シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

を
開
発
す
る
ベ
ン
ダ
ー
の
方
々
、あ
る

デ
ー
ト
を
か
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」

■
基
準
と
標
準
の
両
輪
で
進
め
る

―
今
回
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
国
連

の
Ｗ
Ｐ
29（
自
動
車
基
準
調
和
世
界

フ
ォ
ー
ラ
ム
）で
６
月
に
成
立
し
た

「
乗
用
車
の
自
動
運
行
装
置
」の
基
準

作
り
に
も
役
立
っ
た
と
聞
き
ま
す
。さ

ら
な
る
基
準
化
や
標
準
化
へ
の
取
り
組

み
を
聞
か
せ
て
下
さ
い

　
「
標
準
化
を
め
ぐ
る
取
り
組
み
は

百
花
繚
乱（
ひ
ゃ
っ
か
り
ょ
う
ら
ん
）

で
す
。社
会
的
に
も
自
動
運
転
へ
の
期

待
値
や
注
目
度
が
高
い
中
、様
々
な
プ

レ
ー
ヤ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
で
、例

え
ば
自
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
て
る

た
め
に
標
準
を
提
案
し
て
い
た
り
も

し
ま
す
。も
ち
ろ
ん
日
本
と
し
て
も
、

今
回
で
き
あ
が
っ
た
も
の
を
国
際
標
準

の
な
か
で
し
っ
か
り
議
論
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
10
月
に
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ（
国
際
標
準
化

機
構
）に『
Ｉ
Ｓ
Ｏ
３
４
５
０
２
』と
い

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、国
際

標
準
化
に
向
け
て
動
き
始
め
て
い
ま

す
。こ
う
い
っ
た
国
際
標
準
の
動
き
と
、

国
土
交
通
省
と
連
携
し
、Ｗ
Ｐ
29
の
国

際
基
準
に
も
わ
れ
わ
れ
の
考
え
方
を

い
は
各
種
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す

る
方
々
に
も
参
考
に
し
て
頂
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
や
ベ
ン

ダ
ー
さ
ん
に
は
確
実
に
安
全
性
を
評

価
し
な
が
ら
切
磋
琢
磨
し
て
頂
き
、わ

れ
わ
れ
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
良
い
モ
ノ

が
よ
り
早
く
入
手
で
き
る
よ
う
に
な

る
。結
果
と
し
て
自
動
車
産
業
全
体
で

国
際
競
争
力
を
担
保
で
き
る
よ
う
な

素
地
を
作
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、そ
れ

が
ひ
と
つ
の
効
果
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
」

　
―
技
術
の
進
歩
は
早
い
の
で
、適
切
な

更
新
も
求
め
ら
れ
ま
す
が
、ど
の
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
か

　
「
そ
う
で
す
ね
。た
だ
、基
本
的
な

考
え
方
で
は
メ
ー
カ
ー
間
で
共
通
認

識
が
持
て
ま
し
た
の
で
、そ
こ
は
動
か

な
い
と
思
い
ま
す
。そ
の
上
で
、新
た

な
セ
ン
サ
ー
技
術
や
Ａ
Ｉ
の
取
り
扱
い

（
も
ち
ろ
ん
今
回
も
Ａ
Ｉ
を
想
定
し

な
が
ら
評
価
手
法
を
考
え
ま
し
た
が
、

新
た
な
考
え
方
が
必
要
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
）を
適
宜
、織
り
込
ん
で

い
き
ま
す
。ご
指
摘
の
と
お
り
、今
の

技
術
革
新
の
ス
ピ
ー
ド
に
遅
れ
て
は

い
け
ま
せ
ん
し
、む
し
ろ
先
行
し
な
い

と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。『
製

品
を
導
く
』と
い
う
意
味
で
ア
ッ
プ

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。こ
の
点
で
は
、

関
係
省
庁
に
多
大
な
支
援
を
頂
き
ま

し
た
。と
く
に
経
済
産
業
省
の
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｕ
Ｒ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
交
通
外
乱
に

お
け
る
安
全
性
評
価
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

２
０
１
８
年
度
か
ら
開
始
）に
は
感
謝

し
て
い
ま
す
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

集
め
た
デ
ー
タ
を
各
社
共
通
の
資
産

と
し
て
活
用
し
ま
し
た
。言
っ
て
み
れ

ば
今
回
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
、産
業

界
の
知
恵
と（
公
的
な
）研
究
機
関
が

集
め
た
客
観
的
な
デ
ー
タ
が
う
ま
く

合
体
し
た
賜
物（
た
ま
も
の
）で
も
あ

り
ま
す
」

■
多
重
系
の
考
え
で
Ａ
Ｉ
を
使
う

―
原
理
原
則
と
言
い
ま
す
が
、ブ
ラ
ッ

ク
ボ
ッ
ク
ス
の
代
表
で
も
あ
る
人
工
知

能（
Ａ
Ｉ
）は
ど
の
よ
う
に
扱
い
ま
す
か

　
「
Ａ
Ｉ
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
も

の
な
の
で
、使
い
方
を
制
限
し
な
い
方

向
で
今
は
考
え
て
い
ま
す
。た
だ
、例

え
ば
カ
メ
ラ
の
画
像
処
理
に
Ａ
Ｉ
を
用

い
る
場
合
、ピ
ン
ボ
ケ
し
て
い
る
と
間

違
い
や
す
い
な
ど
、Ａ
Ｉ
が
誤
る
理
由

に
は
や
は
り
原
理
原
則
が
あ
る
の
で

す
。さ
ら
に
言
え
ば
、セ
ン
サ
ー
ご
と
に

Ａ
Ｉ
の
学
習
方
法
が
違
い
ま
す
。こ
の

た
め
、カ
メ
ラ
の
Ａ
Ｉ
が
例
え
判
断
を
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反
映
さ
せ
て
い
く
。つ
ま

り
、基
準
と
標
準
の
両
輪

で
進
め
て
い
き
ま
す
」

　
「
他
国
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
ま
す
ま
す

重
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

日
本
は
以
前
か
ら
ド
イ
ツ

と
連
携
し
て
お
り
、Ｉ
Ｓ

Ｏ
３
４
５
０
２
で
も
ド
イ

ツ
に
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
を
務

め
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、こ
の
分
野
で
は
中

国
と
も
非
常
に
良
い
関
係

に
あ
り
ま
す
。こ
う
い
う

連
携
が
全
て
の
国
と
で
き

れ
ば
理
想
で
す
が
、現
実

に
は
難
し
い
の
で
、本
質

的
な
ア
イ
デ
ア
や
提
案
を

持
っ
て
い
る
プ
レ
ー
ヤ
ー

と
い
か
に
し
っ
か
り
と
し

た
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
作
る

か
が
カ
ギ
に
な
る
で
し
ょ

う
。地
道
で
す
が
、然（
し

か
）る
べ
き
関
係
者
が
集

ま
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に

出
向
い
て
今
回
の
よ
う
な

日
本
の
考
え
方
を
発
信
す

る
。そ
の
中
で
生
ま
れ
た

新
た
な
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を

組
織
的
に
つ
な
げ
て
連
携

の
流
れ
に
も
っ
て
い
く
。こ

う
し
た
取
り
組
み
を
続
け
て
い
く
こ

と
で
す
。た
だ『
日
本
が
自
動
運
転
を

リ
ー
ド
し
た
！
』と
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
だ

け
が
本
質
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。わ
れ
わ

れ
が
正
し
い
と
思
う
こ
と
を
し
っ
か
り

盛
り
込
ん
だ
上
で
皆
の
考
え
方
も
ま

と
め『
参
加
者
全
員
で
作
っ
た
』と
い

う
形
に
し
て
い
く
。そ
う
い
う“
和
の

精
神
”を
大
切
に
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
で
す
ね
」

愛車のVOXY



◀
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た

　

古
田
朋
司（
ト
ヨ
タ
自
動
車
）さ
ん

　

リ
ン
ド
ロ
フ・マ
ー
ク（
日
産
自
動
車
）さ
ん

　

荒
谷
拓（
本
田
技
研
工
業
）さ
ん
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状
で
す
。特
に
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け

に
リ
モ
ー
ト
接
続
の
環
境
が
格
好
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
た
め
、メ
ー

カ
ー
各
社
が
情
報
を
共
有
し
な
が
ら

リ
モ
ー
ト
に
か
か
わ
る
部
分
の
脆
弱

性
の
点
検
や
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
」

■
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
り
や
す
い

―
自
動
車
業
界
は
、ハ
ッ
カ
ー
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
な
り
や
す
く
な
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か

　

古
田
部
会
長「
傾
向
と
し
て
は
、コ
ネ
ク

テ
ッ
ド
カ
ー
が
普
及
す
る
に
伴
っ
て
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
な
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。テ
レ
マ
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
を
含
め

て
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
」

■
攻
撃
は
功
名
か
つ
過
激

―
コ
ロ
ナ
禍
で
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
リ

ス
ク
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か

　

古
田
部
会
長「
ま
ず
、攻
撃
の
件
数

が
コ
ロ
ナ
の
前
後
で
明
ら
か
に
増
え

て
い
ま
す
。ま
た
、件
数
だ
け
で
は
な

く
、攻
撃
の
種
類
も
変
わ
っ
て
き
て
お

り
、今
ま
で
の
よ
う
な
メ
ー
ル
を
使
用

し
た
総
当
た
り
攻
撃
か
ら
、事
前
に
会

社
の
脆
弱
性
を
入
念
に
調
べ
て
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
で
狙
っ
て
く
る
攻
撃
が
増

え
て
い
ま
す
。目
的
も
愉
快
犯
的
な

攻
撃
だ
け
で
は
な
く
、情
報
を
盗
ん
で

身
代
金
を
要
求
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

巧
妙
か
つ
過
激
に
な
っ
て
い
る
の
が
現

サイバー攻撃の危険度が高まる中
昨年４月にサイバーセキュリティ部会が発足
自動車業界全体の強化に向け、
部工会とガイドライン策定

　

日
本
自
動
車
工
業
会
で
は
２
つ
の
部
会
が
中
心
と
な
っ
て
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
対
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。一
つ
が
車
の
中（
イ
ン
カ
ー
）の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
進
め
る
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
部
会
、も
う
一
つ
が
車
の

外（
ア
ウ
ト
カ
ー
）の
領
域
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
強
化
す
る
た
め
に
昨
年
４
月

に
発
足
し
た
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
部
会
で
す
。コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
す

る
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
な
ど
を
背
景
に
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
危
険
度
が
高
ま

る
中
で
、ア
ウ
ト
カ
ー
領
域
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
強
化
は
喫
緊
の
課
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
脆
弱
性
を
つ
い
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

攻
撃
す
る「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
攻
撃
」と
い
わ
れ
る
手
法
も
存
在
し
、業
界

全
体
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
を
引
き
上
げ
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。日
本
自

動
車
部
品
工
業
会
と
と
も
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
向
け
の
新
た
な
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
策
定
し
た
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
部
会
の
正
副
部
会
長
に
サ
イ

バ
ー
攻
撃
の
動
向
や
部
会
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。
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る
』と
事
例
を
伝
え
て
も『
ト
ヨ
タ
だ

か
ら
で
き
る
ん
で
し
ょ
』と
な
っ
て
し

ま
い
が
ち
で
す
」

■
お
互
い
の
信
頼
の
た
め
に

―
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
へ
の
準
拠
を
取
引

の
条
件
に
す
る
考
え
は

　

マ
ー
ク
副
部
会
長「
対
応
し
な
け

れ
ば
取
引
を
し
な
い
、と
い
う
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
意
味
合
い
は
こ
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
あ
り
ま
せ
ん
。セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
の
具
体
例
を
含
め
て
し
っ

か
り
示
す
こ
と
で
、お
互
い
が
安
心

し
て
取
引
で
き
る
信
頼
関
係
を
作
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

■
継
続
的
に
内
容
は
見
直
す

―
今
後
の
運
用
は

　

古
田
部
会
長「
現
時
点
で
は
比
較

的
対
策
が
進
ん
で
い
な
い
と
言
わ
れ

て
い
る
小
規
模
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
様

を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
お
り
、

い
わ
ば
基
本
の〝
キ
〟の
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。次
は
も
う
少
し
対
策
が

進
ん
で
い
る
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
様
で
も

使
え
る
よ
う
に
要
求
事
項
が
厳
し
い

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
っ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。た
だ
し『
作
っ
て
終
わ

り
』に
な
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。も
の

か
け
て
共
通
に
す
べ
き
点
な
ど
を
す

り
合
わ
せ
て
い
き
ま
し
た
」

■
問
題
点
と
解
決
法
を
伝
え
る

―
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
提
示
し
て
も
対

応
策
が
分
か
ら
な
い
場
合
や
人
、コ

ス
ト
の
問
題
で
対
応
で
き
な
い
場
合

も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

　

マ
ー
ク
副
部
会
長「『
問
題
が
あ

り
ま
す
よ
』と
言
う
だ
け
で
は
な

く
、解
決
法
も
伝
え
る
こ
と
が
重
要

で
す
。ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
50
個
の

項
目
を
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
付
き
で
設

け
て
い
ま
す
が
、そ
こ
に
は
達
成
す

る
た
め
の
方
法
や
他
社
の
事
例
も

合
わ
せ
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。こ
れ

か
ら
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
よ
う
な

形
で
直
接
、考
え
方
や
対
処
法
を
伝

え
る
機
会
も
設
け
る
予
定
で
す
」

　

荒
谷
副
部
会
長
「
お
取
引
先
様

に
お
い
て
も
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関

す
る
意
識
は
か
な
り
高
く
な
っ
て
い

る
と
考
え
ま
す
が
、や
は
り
課
題
は

Ｈ
ｏ
ｗ
の
部
分
で
す
。自
工
会
と
し

て
解
決
策
の
事
例
を
蓄
積
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　

古
田
部
会
長「
業
種
や
規
模
が
近

い
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
様
の
事
例
を
蓄

積
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り

ま
す
。い
く
ら『
ト
ヨ
タ
が
や
っ
て
い

イ
ド
ラ
イ
ン
や
グ
ロ
ー
バ
ル
の
標
準

は
無
く
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
各
社
が

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設
け
て
い
る
の
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
。当
然
、各
社

に
よ
っ
て
内
容
や
用
語
が
異
な
り
、

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
様
が
そ
れ
ぞ
れ
に
対

応
す
る
こ
と
が
負
担
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。自
工
会
で
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
共
通
化
す
る
こ
と
に

よ
り
、サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
様
の
負
担
を

軽
減
し
、業
界
全
体
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

を
強
化
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。た

だ
、わ
れ
わ
れ
だ
け
で
は
テ
ィ
ア
１
の

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
様
に
し
か
展
開
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。裾
野
が
広
い

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
活
用
し

て
も
ら
う
た
め
に
日
本
自
動
車
部
品

工
業
会
と
も
連
携
し
、内
容
や
表
現

に
つ
い
て
も
分
か
り
や
す
い
も
の
に

ま
と
め
ま
し
た
。現
在
は
ト
ラ
イ
ア

ル
の
段
階
の
た
め
、一
部
の
仕
入
先

に
試
験
的
に
使
用
し
て
も
ら
っ
て
い

る
状
況
で
す
」

　

古
田
部
会
長
「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｔ（
米
国

国
立
標
準
研
究
所
）や
Ｉ
Ｓ
Ｏ
、経

済
産
業
省
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
参

考
に
す
る
と
と
も
に
、自
動
車
メ
ー

カ
ー
各
社
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
持
ち

寄
り
、共
有
し
ま
し
た
。ま
だ〝
密
〟

が
許
さ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
の

で
、濃
密
に
情
報
交
換
し
、１
年
ほ
ど

■
業
界
全
体
で

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化

―
昨
年
４
月
に
部
会
を
発
足
後
、サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
対
象
と
し
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
を
進
め
て
お
ら

れ
ま
す
が
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
の

狙
い
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か

　

古
田
部
会
長「
そ
も
そ
も
自
動
車

業
界
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
用
の
ガ

▲図：自動車産業CSガイドライン初版の対象領域
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マ
ー
ク
副
部
会
長「
自
動
車
メ
ー

カ
ー
が
普
段
取
引
す
る
企
業
は
比
較

的
規
模
が
大
き
な
会
社
が
多
い
で
す

が
、今
回
は
部
工
会
を
通
じ
て
小
規

模
な
会
社
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。お
か
げ
で
対
策
が
難
し

い
項
目
や
ど
れ
く
ら
い
サ
イ
バ
ー
攻

撃
に
投
資
で
き
る
の
か
と
い
っ
た
点

が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

ど
の
階
層
の
企
業
が
ど
こ
ま
で
対
策

す
べ
き
な
の
か
、業
界
全
体
の
落
と

し
所
が
見
え
て
き
ま
し
た
」

　

荒
谷
副
部
会
長「
部
会
が
始
ま
っ

て
１
年
以
上
経
過
し
ま
す
が
、各
社

が
ど
の
よ
う
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
対

策
を
ど
う
い
っ
た
体
制
で
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
し
て
い
る
の
か
、直
接
、伺
え
る

機
会
も
多
い
の
で
、自
社
で
強
化
す

べ
き
ポ
イ
ン
ト
や
強
み
、弱
み
が
見

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。今
ま
で

は
ホ
ン
ダ
の
中
の
基
準
で
対
策
を
決

め
て
い
ま
し
た
が
、他
社
の
動
向
を

踏
ま
え
、目
線
を
上
げ
た
決
め
方
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
」

　

古
田
部
会
長
「
日
産
さ
ん
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
と
話
し
た

時
、性
別
も
国
籍
も
多
彩
で
ま
さ
に

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
い
う
感
じ
で
羨

ま
し
い
な
と
。当
社
も
グ
ロ
ー
バ
ル
企

業
で
す
の
で
、世
界
中
の
知
見
を
う

ま
く
活
用
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

り
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。信
頼
関
係
を
基
に
か
な
り
深
い

所
ま
で
話
で
き
る
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
」

　

古
田
部
会
長
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
は
あ
く
ま
で
も
協
調
領
域
だ

と
考
え
ま
す
。例
え
ば
、ホ
ワ
イ
ト

ハ
ッ
カ
ー
に
よ
る
脆
弱
性
の
指
摘
が

業
界
共
通
だ
と
考
え
ら
れ
る
場
合

や
ダ
ー
ク
ウ
ェ
ブ
で
他
社
を
狙
っ
て

い
る
攻
撃
者
の
情
報
を
発
見
し
た
場

合
な
ど
に
は
共
有
し
て
い
く
考
え
で

す
。も
ち
ろ
ん
、共
有
し
に
く
い
話
や

共
有
す
る
こ
と
で
リ
ス
ク
が
高
ま
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、ル
ー
ル
は

明
確
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
１
社
の
対
策

が
強
固
で
あ
っ
て
も
お
客
さ
ん
が
嬉

し
い
こ
と
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。自

工
会
会
員
の
メ
ー
カ
ー
は
14
社
あ
り

ま
す
が
、ど
こ
か
１
社
が
攻
撃
を
受

け
て
も
他
の
13
社
が
大
丈
夫
、そ
し

て
よ
り
全
体
が
強
く
な
る
と
い
う
形

で
協
調
し
て
い
く
考
え
で
す
」

■
他
社
を
踏
ま
え
、

　
目
線
を
上
げ
た
決
定
に

―
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
部
会
の

活
動
の
中
で
自
社
に
持
ち
帰
ら
れ
る

学
び
や
気
づ
き
は
あ
り
ま
し
た
か

づ
く
り
と
同
様
で
、使
用
す
る
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
様
の
声
を
聞
き
取
り
、使

い
や
す
く
、使
っ
て
意
味
の
あ
る
も

の
に
改
善
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。実
際
、策
定
し
た
段
階
で
は
分
か

り
や
す
く
仕
上
げ
た
つ
も
り
で
し
た

が
、ト
ラ
イ
ア
ル
の
開
始
後
に
は『
こ

の
項
目
は
対
応
が
難
し
い
』『
分
か
り

に
く
い
』と
い
っ
た
意
見
も
出
て
い
ま

す
。こ
の
点
は
反
省
点
と
し
て
改
善

し
ま
す
し
、サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
業
界
は
外
部
の
環
境
変
化
も
激
し

い
た
め
、継
続
的
に
内
容
を
見
直
し

て
い
く
つ
も
り
で
す
。ま
た
、将
来
的

に
海
外
の
自
動
車
業
界
団
体
と
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
相
互
認
証
で
き
る
よ
う

に
も
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。実
現

で
き
れ
ば
海
外
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
円

滑
に
進
め
や
す
く
な
る
は
ず
で
す
。

ま
た
、情
報
の
共
有
も
よ
り
積
極
的

に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」

■
協
調
領
域
の
ル
ー
ル
は

　
明
確
に

―
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
い
う

領
域
は
情
報
共
有
が
難
し
い
部
分
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

　

荒
谷
副
部
会
長
「
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
部
会
の
中
で
顔
が
見
え

る
つ
な
が
り
が
で
き
た
こ
と
は
か
な

1987年…… �トヨタ自動車入社、アプリケー
ションシステムの開発とグロー
バル導入（その間に北米統括事
業体にも駐在）

2011年……豪亜統括事業体　IT部門長
2014年……グローバルIT戦略企画
2017年……サイバーセキュリティ統括

MS, CISSP, CEH, CCSK, 
COBIT5, ITIL, Prince2

1997年……テキサス大学。 管理情報システム 
2005年……スタンフォード大学院。 理学修士
2019年……日産自動車のAPAC地域CISOに就任
2020年…… ��セキュリティ運用およびGRC
	 （Governance, Risk, Compliance）
	 のGlobal Teamを統括

1982年……本田技研工業に入社
1990年…… �IT部門に異動。主にデータセン

ターやITインフラの整備と運営
を担当

2016年…… �4月より新設されたサイバーセ
キュリティ推進部に異動

略歴

リンドロフ・マーク氏

略歴

古田朋司（ふるた・ともじ）氏

略歴

荒谷拓（あらや・たく）氏



２０２０年度海外調査分科会 第一回セミナー（９月２日開催）

講 演

▲�講演を行ったローランド・ベルガー 貝瀬氏
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も
）コ
ン
パ
ク
ト
で
も
高
付
加
価
値
の

モ
ビ
リ
テ
ィ
が
登
場
す
る
の
で
は
」と

予
想
し
ま
し
た
。

■
Ｍａａ
Ｓ
の
加
速

　

ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
で
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ（
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
）が
加
速

す
る
と
見
込
ま
れ
る
中
で
「
エ
ン
ド

ユ
ー
ザ
ー
主
語
で
の
と
ら
え
方
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
」と

説
明
し
ま
し
た
。例
え
ば
、飲
食
店
と

鉄
道
会
社
が
組
む
こ
と
で『
飲
み
放
題

付
き
移
動
チ
ケ
ッ
ト
』と
い
っ
た
集
客

ビ
ジ
ネ
ス
に
繋
げ
た
り
、電
気
自
動
車

（
Ｅ
Ｖ
）と
宿
泊
施
設
の
セ
ッ
ト
商
品

を
提
案
し
た
り
、従
来
の
モ
ビ
リ
テ
ィ

の
枠
組
み
を
越
え
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
可
能
性
を
紹
介
し
ま
し
た
。自

動
車
を
中
心
と
し
た
顧
客
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
て
い
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
や

デ
ィ
ー
ラ
ー
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
は

大
き
く
、「
新
規
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
協
業

す
る
こ
と
で
、新
車
市
場
が
縮
小
し
て

も
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
が
開
け

る
」と
期
待
を
示
し
ま
し
た
。

■
モ
ビ
リ
テ
ィ
ニ
ー
ズ
の
増
加

　

自
動
車
を
含
む
モ
ビ
リ
テ
ィ
は
、仕

事
や
余
暇
を
楽
し
む
空
間
と
し
て
の

ニ
ー
ズ
が
増
え
て
く
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
ま
す
。現
在
で
も
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
車
両
を
仮
眠
や
休
憩
、パ
ソ
コ
ン
作

業
な
ど
で
使
用
す
る
ユ
ー
ザ
ー
は
増
え

て
き
て
い
ま
す
。テ
レ
ワ
ー
ク
用
に
机

や
電
源
を
充
実
さ
せ
た
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
の
販
売
を
し
て
い
る
企
業
が
出

て
き
て
い
る
こ
と
に
も
触
れ
、「
ス
ペ
ー

ス
価
値
を
見
直
す
こ
と
で（
今
よ
り

　

９
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
海
外
調
査
分
科
会
に
よ
る

第
１
回
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、ロ
ー
ラ
ン
ド
・ベ
ル
ガ
ー
の
貝

瀬
斉
パ
ー
ト
ナ
ー
が「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
世
界
観
を
踏

ま
え
た
事
業
の
あ
り
方
」を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま

し
た
。貝
瀬
氏
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
移
動
の
変

化
が
想
定
さ
れ
る
と
し
、日
本
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
人
の

移
動
量
が
今
後
５
年
で
約
１
割
減
る
と
の
見
立
て
を
示

し
ま
し
た
。一
方
で
、「
移
動
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
多
様

化
や
、（
自
動
車
の
）移
動
手
段
以
外
で
の
活
用
用
途
が

増
え
る
」と
説
明
、新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
可
能

性
に
も
言
及
し
ま
し
た
。

ポストコロナの世界観を踏まえた
〔テーマ〕

事業のあり方 講師:ローランド・ベルガー

貝瀬 斉 パートナー

コ
ロ
ナ
禍
で
移
動
の
変
化
を
想
定

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
可
能
性
に
言
及



自動車博物館自自動動車車博博物物館館 関連施設
自動車

 メーカー運営

紹介シリーズ

CAR Manufacturer

東名三ヶ日IC東名三ヶ日IC

JR東海道新幹線

JR東海道新幹線

JR東海道線JR東海道線

湖西
運動公園
湖西
運動公園

平次ヶ谷公園平次ヶ谷公園

新居関所跡新居関所跡

浜名湖浜名湖

鷲津駅鷲津駅新所原駅
新所原駅

豊田佐吉記念館豊田佐吉記念館

浜松浜松

名古屋名古屋

大倉戸IC大倉戸IC

1

▲�豊田喜一郎
（�1941-1950年の間、
後半期と思われる）

豊田佐吉
（1927年）
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トヨタ自動車／豊田佐吉記念館
障子をあけてみよ　外は広いぞ
　豊田佐吉は1867（慶応3）年に、この地に生まれました。
1890年、東京で開催された内国勧業博覧会で外国製織機を見
て、独力で「豊田式木製人力織機」を発明。その後も研究と改良を
続け、1924年にはその当時世界一と評価された「G型自動織機」を
完成しました。そのたゆみない研究と創造の精神は脈々と受けつが
れ、現在のトヨタグループの礎となっています。自動織機の発明にと
どまらず、自動車をはじめとする日本の産業の発展へと大きく広がっ
た佐吉の志に少しでもふれていただきたく、豊田佐吉記念館を開館
しました。佐吉の志・情熱を感じ親しんでいただければ幸いです。

佐吉の父・伊吉が佐原家から独立して、豊田家を継いで住んだ。
佐吉、平吉、佐助、はんが生まれ、後にトヨタ自動車を創設した佐吉の
長男・喜一郎もここで生まれました。

佐吉の発明した織機や特許書、
ゆかりの品を展示しています。
主な展示（豊田式木製人力織
機、糸繰返機、G型自動織機、
小学校卒業証書、特許書など）

裏山は浜名湖が見える展望台や
井戸、納屋、みかん畑、ひのき林
など散歩コースを備えている。

佐吉が両親の
ために建てた
ものです。

インフォメーション

【提供】掲載の資料・画像…豊田佐吉記念館

静岡県湖西市山口113-2

無料

JR東海道線鷲津駅より2km、徒歩25分（タクシー5分）
東名高速道路三ヶ日ICより車で30分

4月1日▶︎9月30日
AM9:30～PM5:00
10月1日▶3月31日
AM9:30～PM4:30

毎週水曜日（但し、水曜日が祝日の場合は
　　　　　　 翌木曜日が休館日）
年末…12月26日～12月31日
年始…  1月   6日～  1月  8日
2月最後の水曜日の直前の月・火曜日
9月第1水曜日の直前の月・火曜日

休 館日

入 場 料

交 通

開 館 時 間

■豊田佐吉記念館

豊田佐吉生家（1990年10月に復元）

展示室 裏山

母屋（内部非公開）

豊田佐吉
記念館

ホームページ

住 所 053（576）0064電 話

豊田式木製人力織機G型自動織機

●豊田佐吉の発明した織機

豊田式汽力織機
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時事通信社

平
ひ ら

野
の

 壮
も り

生
お

苦
手
克
服
に

「
自
動
車
購
入
歴
ゼ
ロ
、
保
有
歴
も

ゼ
ロ
、
運
転
下
手
、
実
家
も
車
無
し
、

地
方
勤
務
時
も
車
が
必
要
な
い
地
域

…
」。
お
そ
ら
く
数
い
る
記
者
の
中
で

も
最
も
自
動
車
と
縁
遠
い
人
間
を
よ

く
ぞ
配
置
さ
せ
た
と
、
我
が
社
上
層
部

の
見
識
を
疑
い
な
が
ら
、
自
動
車
業
界

担
当
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
取

材
さ
れ
る
方
々
に
と
っ
て
は
迷
惑
な
は

ず
だ
。「
素
人
の
強
み
が
生
き
ま
す

よ
」
と
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
有
り
難
い
の
だ

が
、
や
は
り
れ
っ
き
と
し
た
「
苦
手
分

野
」
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
。
日

常
的
に
自
動
車
と
接
し
て
い
る
人
が

当
然
の
よ
う
に
身
に
付
い
て
い
る
「
素

地
」
が
全
く
な
い
の
だ
か
ら
。

と
、
一
通
り
言
い
訳
が
ま
し
い
こ
と

を
書
い
て
み
た
が
、
こ
ん
な
車
音
痴
の

私
で
も
、
普
段
取
材
で
お
世
話
に
な

る
会
社
は
有
名
企
業
ば
か
り
。
別
の

業
界
担
当
だ
と
よ
く
あ
る
「
こ
ん
な

会
社
あ
っ
た
？
」
と
い
う
経
験
は
ま
ず

な
い
。
日
常
生
活
を
顧
み
て
も
自
動

車
を
１
台
も
見
な
い
日
は
皆
無
。
自

動
車
が
現
代
の
社
会
で
い
か
に
欠
か

せ
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
の
か
が
分

か
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

取
材
先
と
直
接
顔
を
合
わ
せ
て
話
を

す
る
こ
と
が
激
減
し
た
。
新
車
発
表

は
オ
ン
ラ
イ
ン
が
中
心
。
実
際
の
車
を

見
た
り
、
触
っ
た
り
、
乗
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
ま
り
で
き
て
い
な
い
の
は
残

念
で
仕
方
が
な
い
。
特
に
前
述
の
よ
う

な
性
質
を
持
つ
私
の
よ
う
な
者
は
、
目

の
前
に
実
物
の
車
が
な
い
と
理
解
が
お

ぼ
つ
か
な
い
。
各
社
と
も
さ
ま
ざ
ま
な

模
索
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
だ

が
、「
コ
ロ
ナ
後
社
会
」
で
も
新
車
発

表
会
や
試
乗
会
な
ど
を
通
じ
、
自
動

車
と
「
密
」
な
接
触
が
で
き
る
環
境
は

早
く
取
り
戻
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ

て
い
る
。

自
動
車
業
界
は
い
ま
、「
１
０
０
年

に
１
度
の
変
革
期
」
と
言
わ
れ
て
い

る
。
正
直
言
っ
て
、
私
は
そ
の
意
味
を

ま
だ
理
解
で
き
て
い
な
い
。
将
来
的

に
、「
ハ
ン
ド
ル
操
作
の
要
ら
な
い
車
」

「
全
く
騒
音
の
し
な
い
車
」「
絶
対
に

ぶ
つ
か
ら
な
い
車
」「
空
中
も
走
る（
飛

ぶ
？
）
車
」
な
ど
が
街
中
の
至
る
所
を

走
る
光
景
が
普
通
に
な
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
今
で
は
想
像
も
付
か
な
い
よ

う
な
姿
形
を
し
た
車
も
出
て
く
る
の

だ
ろ
う
。
い
つ
か
振
り
返
っ
た
と
き
、

「
や
っ
ぱ
り
１
０
０
年
に
１
度
の
変
革

期
だ
っ
た
の
か
」
と
思
い
返
せ
る
の
か

ど
う
か
。
日
々
起
き
る
ニ
ュ
ー
ス
を
取

材
す
る
傍
ら
、
そ
ん
な
観
点
か
ら
も
自

動
車
業
界
を
見
て
い
き
た
い
。

さ
て
、
自
動
車
担
当
に
な
っ
て
か
ら

私
の
日
常
生
活
に
も
わ
ず
か
ば
か
り

の
異
変
が
起
き
て
い
る
。
妻
の
実
家
か

ら
用
も
な
く
車
を
借
り
、
運
転
の
練
習

（
？
）
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
自
動

車
担
当
に
な
っ
た
か
ら
に
は
、
い
つ
ま

で
も
苦
手
分
野
と
か
言
っ
て
い
ら
れ
な

い
」
と
い
う
せ
め
て
も
の
努
力
の
つ
も

り
だ
。
試
乗
会
な
ど
で
迷
惑
を
掛
け

な
い
よ
う
、
も
う
少
し
運
転
へ
の
不
安

を
克
服
し
て
お
こ
う
と
思
う
。
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